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論文内容の要旨
有機EL素T~;l.フラットパネルディスプレイとして期待されており，分子構造に足づいた材料の研究が
広く行われている。この有機EL素子を構成する材料として正孔輸送材料.電子輸送材料，発光材料があり.
この素子の実用化においては，光学的に安定で効率の高い材料を創成することが求められている。著者は
新規有機EL材料を合成しその材料を用いた素子の特性に関する研究を行った。それらの結果を本論文全
8章にまとめた。
第1， 2章で著者は，優れた無機発光材料として知られている希上類，特に色純度の良い亦色発光材料
であるユウロビウム (Eu)に着同した。 Eu錯体の配位子としてβ.ジケトンの各種誘導体を新規に合成し
素子を作製したところ，フラン環を導入することにより発光効率が大きく改善されることを見出した。
第3章では， fte {立子としてチオフ且ン環を有する βー ジケトンを用いてEu錯体を合成した。第1常に用い
た材料に比べ，股収波長は長波長側にシフトしていた。また，第六配位子の違いにより日u錯体の熱安定性
及び真空蒸着における昇華性が変化することを見出した。さらに.三層型有機EL素子の特性を検討したと
ころ，高輝度で安定な赤色EL発光が得られることを見出したe
第4，5， 6章では，昇華性の良い材料としてアルミニウム (Al).~鉛 (Zn) 及びベリリウム (Be)
を用いた新規錯体を合成した。それらの景動熱量測定 (DSC)を行-った結果，優れた耐熱性を有する材料
であることを見出した。さらに，配{枝子の違いにより昇華性が変化することを明らかにした。有機EL素子
を作製したところ，高輝度の黄緑色からオレンジ色のEL発光が得られた。
第7草ーでは，耐熱性のあるi五孔輸送材料として.数種のポリイミドを新規に合成した。芳香族の共役系
の違いによりポリマーの製膜性が異なっていた。それらを用いて素子を作製し素子特性を調べたところ，
従来のポリイミドに比べ耐熱性，発光効率ともに向上していた。
第B章では，本研究をまとめ，新規に合成したEu，Al， Zn及びBc錯体を用いた有機EL素子は，高効率
発光の有機EL材料として期待できること，また，合成した正孔輸送材料を用いた素子は，熱安定性のある
有機EL素子として期待できることを明らかにしたc
論文審査の結果の要旨
省機EL素子は，フラットパネルディスプレイとして期待されており，分子構造に基づいた材料の研究が
? ?
広く行われているO この有機EL素子を構成する材料として正孔輸送材料，電子輸送材料，発光材料があり.
この素子の実用化においては.光学的に安定で効率の高い材料を創成することが求められている。本論文
は， これらの新規有機川
本論文は，まず.赤色発光材料として新規なユウロピウム (Eu)錯体を合成しており， Eu錯体の配位子
であるβ.ジケトンの構造の追いにより，効半が大きく改善されることを明らかにしそれらを同いた素子
の特性には， l~~u錯体の発光時の安定性が大きく影響を及ぼすことを明らかにしている。また，安定に発光
するための材料の分子設計についても明らかにしている。
次に，アルミニワム (1¥1)，報鉛 (Zn)及びベリリウム (Be)を岡いた新規錯体を合成し，それらの不
差走査熱量計による測定を行った結果，優れたflit熱性を有する材料であることを見出している。さらに，
有機EL素子を作製したところ，配位子の違いにより糾華性が変化することを明らかにし.高輝度の黄緑色
からオレンジ色のEL発光が得られることを明らかにしている。
さらに，耐熱J性のある正孔輸送材料として，数種のポリイミドを新規に合成し，芳吾族の共役系の違い
によりポリマーの製膜性が異なり.それらを用いて素子を作製し，素子特性を調べたところ，従~去のポリ
イミドに比べ耐熱性，発光効率ともに向上したことを明らかにしている。
以上のように，本論丈は.*fr規にEu，Al， Zn. He錯f4;!:えび正孔輪送材料を合成し，それらを用いた有機
EL素イを開発し.高効率発光の有機EL材料の分子設計に関して新しい畑見を見出しており，材料L学及び
電気工学の発展に寄与するところ大である。よって.本論文の著者は博七 (I.学)の学{立を受ける資格を
台ーするものと認める。
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